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将
来
的
に
実
質

「伊
豆
縦
貫
道
」

と
な
る
伊
豆
中
央

道
と
修
書
寺
道
路

の
霊
鐵
常
化
は
、
２

０
２
３
年
度
か
ら

の
見
通
し
と
な

っ
た
。
工
事

中
の
東
駿
河
湾
環
状
道
路
の

三
島
市
逐
原
新
田
卜
函
南
町

塚
本
が
今
年
度
中
に
開
通

し
、
東
名
沼
津
―
伊
豆
市
が

■
本
の
道
で
つ
な
が
り
、
こ

の
開
通
に
合
わ
せ
た
無
料
化
一

は
夢
に
終
わ

っ
た
▼
計
画
で

は

伊
豆
中
央
道
は
１５
年
４

月
、
修
善
寺
道
路
は
２５
年
８

月
に
無
料
化
言
ただ
っ
た
。

道
路
建
設
財
源
の
未
償
還
金

は
中
央
道
５
億
円
、
修
善
寺

道
１９
億
円
あ
り
、
合
併
採
算

制
に
よ
る

一
体
化
で
償
還
金

ゼ
ロ
見
通
し
の
２３
年
度
に
同

時
無
料
の
腹
づ
も
り
。
県
の

有
ユ撃
塁
義
が
昨
年
度
に
提

案
▼
中
央
道
の
無
料
化
は
８

年
遅
れ
る
が
、
修
善
寺
道
は

２
年
早
ま
る
。
こ
れ
な
ら
利

便
性
や
裏
道
事
情
な
ど
も
あ

り
、
■
年
待
て
ば
中
央
道
が

無
料
化
に
な
る
現
行
量
国
の

方
が
良
い
と
の
声
も
聞
く
▼

地
元

へ
の
配
慮
で
１４
年
度
中

に
は
両
道
路
共
通
の
最
大
５

割
引
回
数
券
の
発
行
案
も
示

す
が
、
観
光
客
は
ど
う
な
る

？
。
県
道
路
公
社
に
よ
れ
ば

５
割
引
回
数
券
は
■
６
０
枚

分
の
み
だ
「
つ
ま
り
普
通
車

（通
行
料
金
２
０
０
円
）
は

■
つ
づ
り
１
万
６
千
円
も
す

る
▼
毎
日
利
用
者
な
ら
い
ざ

し
ら
ず
観
光
客
、
た
ま
に
利

用
す
る
地
元
住
民
へ
の
配
慮

に
欠
け
る
。
観
光
客
も
使
え

る
同
率
の
１０
枚
程
度
を
検
討

す
べ
き
だ
。
伊
豆
を
訪
れ
る

頻
度
も
上
が
る
か
も
知
れ
な

い
▼
が
、
最
も
求
め
た
い
の

は
早
期
の
完
全
無
料
化
で
あ

る
。
疲
弊
す
る
伊
豆
は
１０
年

も
待
て
な
い
。
今
年
度
開
通

へ
の
地
元

の
期
待
は
大
き

く
、
県
の
姿
勢
は
水
を
差
し

残
念
で
な
ら
な
い
。
伊
豆
の

こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
な

い
、
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。


